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2024 年 11 月 28 日 

ＪＲ東日本秋田支社 

エキマエ、はじまる。さんど市 12 月期 

「冬の秋田を大発信！～鍋・スポーツ・アウトドア～」を開催します！ 

  ※「秋田冬アソビ割」は、秋田県で実施される体験・アクティビティがお得に遊べる割引キャンペーンです。 

詳細はこちら→ https://akita-hottokenai.jp/akitafuyuasobi 

１ 開催概要 

日 時：2024 年 12 月 14 日（土）1０：00 から 16：00 まで 

場 所：秋田駅西口駅前広場（芝生広場） 

主 催：JR 東日本秋田支社 

後 援：秋田県、秋田市 

協 力：秋田屋台村田舎料理なかや、くうべぇ、竹嶋、渡正企画株式会社、 

     踊餡亭、SNOW GARDEN、スーパースポーツゼビオ、 

合同会社薪林舎、鳥海高原矢島スキー場、たざわ湖スキー場、 

森吉山阿仁スキー場 

※荒天等により、中止または内容が変更となる場合があります。 

 

２ イベント内容 

⑴ 鍋提供・飲食販売ブース【会場図 A】 

秋田の冬の味覚である３種類の鍋（いものこ鍋・しょっつる鍋・だまこ鍋）を各 100 食限定で無料提供します。 

そのほか、飲食物の販売もあります。 

時間 出店名 提供商品 

10：00～ 
竹嶋 ① いものこ鍋（無料提供） 

② 米沢牛串、味噌つけきりたんぽ、他（有料提供） 

12：00～ 
秋田屋台村 

田舎料理なかや 

① しょっつる鍋（無料提供） 

② ずわい蟹天棒、肉巻きたんぽ、他（有料提供） 

14：00～ くうべぇ だまこ鍋（無料提供） 

10：00～16：00 渡正企画株式会社 10 円パン、チーズハットグ等 

10：00～16：00 踊餡亭 大学生が考案した居抜き最中の実演販売 

  ※無料提供の鍋は、無くなり次第終了となります。 

JR 秋田支社では、秋田駅周辺のにぎわいを創出するため「エキマエ、はじまる。さんど市」を開催しています。 

12 月期のさんど市は「秋田の冬の味覚・遊び」をテーマに開催します。2024 年 12 月 1 日から 2025 年 2 月

28 日まで開催する秋田県冬の大型観光キャンペーン「誰と行く？冬の秋田」と連動し、秋田の冬の魅力である食と

文化を発信する「冬の秋田を大発信！～鍋・スポーツ・アウトドア～」を開催します！ 

イベント当日は、秋田を堪能していただくために３種類の鍋を振る舞います。また、ウィンタースポーツや冬でもできる

アウトドアを紹介しますので、「秋田冬アソビ割※」を活用して県内各地を巡ってはいかがでしょうか。 

この機会に秋田の魅力をご堪能ください！ 

A 

D 

E 

C 

B 

D 

https://akita-hottokenai.jp/akitafuyuasobi


 ⑵ ウィンタースポーツ紹介ブース【会場図 B】 

ウィンタースポーツの紹介やイベント情報の発信、スノーボードやスノートイを販売します。 

出店名 販売商品 

SNOW GARDEN スノーボード用品やスノートイの販売 

スーパースポーツゼビオ ウィンタースポーツ用品の販売 

たざわ湖スキー場 スキー場の PR 

 

⑶ アウトドア販売【会場図 C】 

冬キャンプの紹介やアウトドア用品を販売します。 

出店名 提供商品 

合同会社薪林舎 アウトドア用品・キャンプギアで調理した飲食物の販売 

 

⑷ テントサイト及び飲食ブース【会場図 D】 

キャンプで使用するテントを張り、その中で飲食をしていただくスペースを設けますので、冬キャンプの疑似体験をするこ

とができます。 

 

⑸ 情報発信ブース【会場図 E】 

   ① スキー場の１日リフト券等が当たる抽選コーナー 

      芝生広場において、イベント出店店舗から商品を購入した方を対象に、会計時にカプセルトイの参加券を配布しま

す。なお、参加券 2 枚と引き換えでカプセルトイに挑戦できます。 

   ② その他 

 秋田県内の冬に楽しむことができるイベントをメインに観光を PR します。また、あきた芸術劇場ミルハスや周辺文化

施設のイベント情報等をお届けします。 

 

３ 1月期のエキマエ、はじまる。さんど市について 

１月 25 日（土）に「秋田駅周辺施設の回遊」をテーマにしたイベントを開催予定です。 

 

「エキマエ、はじまる。さんど市」とは・・・ 

プロジェクト名の「エキマエ、はじまる。」と「さんど市」を掛け合わせたものです。「さんど」とは第３土曜日に開催されること、ま

た様々な具材があるサンドイッチになぞらえて、秋田駅周辺の事業者との融合や幅広いコンテンツを織り交ぜた催しであること

を「さんど」で表しています。そして、多くの人が集う場所を意味する「市」をとって「さんど市」としました。 

 

 


